
  

 
令
和
六
年
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。
お
目
出

度
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
新
し
い
年
の
ス
タ

ー
ト
を
切
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
の
禍
か
ら
何
と
か
抜
け
出
し
て
初
め
て
の
新

春
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
無
事
を
祈
り
た
い
も
の
で
す
。
こ

の
両
三
年
の
間
、
私
た
ち
の
詩
吟
を
楽
し
む
活
動
は
誠
に

不
自
由
を
極
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
に
あ
っ
て

も
千
代
田
の
仲
間
お
互
い
の
励
ま
し
合
い
が
あ
っ
た
こ 

            

   

と
は
心
強
い
限
り
で
し
た
。 

令
和
五
年
の
岳
精
流
統
に
と
っ
て
最
大
の
慶
事
は
、
横

山
精
真
宗
家
の
『
旭
日
双
光
章
』
受
賞
で
し
た
。
宗
家
先
生

の
、
永
年
に
わ
た
る
吟
道
普
及
を
通
し
て
の
地
域
へ
の
絶

大
な
る
貢
献
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
結
果
で
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
会
員
と
し
て
も
、
無
上
の
喜
び
と
誇
り
を

抱
く
も
の
で
す
。 

昨
年
の
千
代
田
岳
精
会
は
七
月
か
ら
の
本
部
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
先
駆
け
て
一
月
か
ら
「
吟
友
呼
び 

声
か
け 

元

気
な
教
場
を
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
教
場
仲
間
の

拡
充
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
成
果
と
し
て
は
、
新
入
会
二

三
名
、
復
会
七
名
の
方
々
が
仲
間
入
り
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
一
月
ス
タ
ー
ト
時
点
か
ら
年
間
を
通
し
て
会
員
が
増

え
た
教
場
が
十
一
教
場
で
し
た
。
こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い

所
も
、
も
う
一
歩
の
結
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
年
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

迎
え
た
令
和
六
年
、
私
た
ち
は
昨
年
ま
で
の
活
動
を
土

台
に
し
て
、
よ
り
一
層
活
発
な
〞
詩
吟
に
親
し
み
、
詩
吟

と
と
も
に
生
き
る
〟
日
常
を
育
て
た
い
も
の
で
す
。
そ
の

ポ
イ
ン
ト
は
や
は
り
〞
詩
吟
を
益
々
好
き
に
な
る
こ
と

〟
、
〞
多
く
の
仲
間
と
交
流
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と
〟
で

し
よ
う
。
こ
う
し
た
私
た
ち
の
願
い
を
支
え
る
た
め
に
、

今
年
の
千
代
田
は
前
進
し
ま
す
。
令
和
六
年
の
年
間
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。 

 「
新
し
い
吟
友
（
な
か
ま
）
と
共
に 

元
気
な
教
場
を
！
」 

 

「
会
員
拡
充
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
教
場
に
よ
っ
て
取
り
組

む
意
味
合
い
に
相
違
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
共
通

し
て
言
え
る
こ
と
は
や
は
り
相
互
研
鑽
の
場
に
は
常
に

新
し
い
空
気
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
現
状
維
持

は
後
退
な
り
」
と
い
う
至
言
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

右
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
「
常
に
新
し
い
吟
友
を
呼
び
込

む
教
場
に
し
よ
う
」
と
声
を
大
に
い
た
し
ま
す
。 

〞
友
呼
び
の
一
声
、
教
場
見
学
の
ひ
と
と
き
、
地
域
広

報
へ
の
Ｐ
Ｒ
〟
全
て
元
気
な
教
場
づ
く
り
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
場
が
置
か
れ
た
条
件
に
合
わ
せ
て

前
進
計
画
を
立
て
て
下
さ
い
。
そ
し
て
是
非
実
現
し
て
下

さ
い
。
皆
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。 

「
研
修
の
千
代
田
」
の
伝
統
は
今
年
一
層
充
実
し
た
内

容
を
目
指
し
ま
す
。
〞
層
別
研
修
の
充
実
〟
、
〞
拡
大
研

修
会
の
開
催
〟
、
〞
女
子
部
研
修
会
の
開
催
〟
そ
し
て
〞

ズ
ー
ム
研
修
の
充
実
〟
等
関
係
部
門
で
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。 

令
和
六
年
の
宗
家
指
標
が
「
徳
」と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
人
を
愛
す
る
。
恩
に
報
い
る
。
助
け
る
。
廉
潔
。
勤
勉

な
ど
を
心
に
研
く
」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
か
み
し
め
た

い
言
葉
で
す
。 

過
日
訪
ね
た
某
教
場
で
、
二
人
の
新
人
さ
ん
が
懸
命
に

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
に

感
ず
る
も
の
あ
り
、
絶
句
に
ま
と
め
ま
し
た
。
結
び
の
転
、

結
句
は
こ
う
で
す
。
「
更
見
新
人
存
宿
志 

共
君
高
唱 

喜
心
伸
」 

新
し
い
吟
友(

な
か
ま)

と
、「
さ
あ
前
へ
！
」 

 
 

 

さ
あ 

前
へ
！ 

 
 
 

会
長 

鈴
木 

精
成 
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千
代
田
岳
精
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら 

お
知
ら
せ 

                           

 

岳
精
流 

総
本
部
人
事 

◇
本
部
広
報
部
員 

 
 
 

 
 
 
 

神
田
教
場
よ
り 

中
野 

郷
泉 

令
和
六
年
一
月
一
日
付 

 

千
代
田
岳
精
会
人
事 

◇
新
宿
第
四
教
場 

 
 
 

教
場
長 

 
 
 
 

石
井 

寅
山 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

令
和
五
年
九
月
一
日
付 

◇
桜
ケ
丘
教
場 教

場
長 

 
 

 
 

中
島 

義
風 

副
教
場
長 

 
 
 

新
井 

芳
泉 

◇
清
水
教
場 

教
場
長 

 
 

 
 

森
坂 

雄
風 

副
教
場
長 

 
 
 

金
井 

俊
山 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

令
和
六
年
一
月
一
日
付 

  
 
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―

―
―
―
―
―

―
―
 

夜
の
教
場
新
設
と
教
場
長
を
拝
命
し
て 

  
 
 
 
 
 

新
宿
第
四
教
場
長 

石
井 

寅
山 

  

新
し
い
冒
険
に
臨
む
に
あ
た
り
、
新
宿
第
四
教
場
は
、

赤
羽
文
化
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
第
二
・
四
水
曜
日
の
十
八
時

か
ら
開
催
し
、
現
役
世
代
に
も
参
加
し
易
い
時
間
帯
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
教
場
間
の
垣
根
を
意
識
せ
ず
誰
で
も
参

加
可
能
な
教
室
に
し
て
い
ま
す
。 

２ 

 

 

 

 

 
 

ホームページの「範吟」は保護されています。 
パスワードが分からない時は、教場等の友人

にお聞き下さるようお願いいたします。 

YouTube 公式チャンネル 

「千代田岳精会 詩吟教室」 

千吟会､層別研修会など各種

動画が掲載されています。 

 

チャンネル登録もよろしく 

お願いいたします。 



 

学
び
合
い
、
共
に
成
長
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
き
上

げ
、
詩
吟
の
魅
力
や
奥
深
さ
を
共
有
し
築
く
こ
と
で
、
生

徒
た
ち
が
豊
か
な
表
現
力
を
身
に
つ
け
、
詩
吟
の
魔
法
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
い
た
し
ま
す
。 

 

夜
の
教
場
で
の
時
間
が
、
新
た
な
才
能
の
発
見
と
深
化

の
場
と
な
る
よ
う
に
、
楽
し
み
な
が
ら
成
果
を
共
有
し
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

桜
ケ
丘
教
場 

教
場
長
を
拝
命
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

桜
ケ
丘
教
場
長 

中
島 
義
風 

 

こ
の
度
、
一
月
一
日
付
で
永
山
教
場
か
ら
桜
ケ
丘
教
場

へ
転
籍
し
、
教
場
長
を
拝
命
し
た
中
島
義
風
で
す
。
笠 

前

教
場
長
か
ら
の
「
体
調
不
良
に
よ
り
教
場
長
の
責
務
を
全

う
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
」
と
の
懇
願
か
ら
状
況
が
状

況
だ
け
に
受
諾
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

永
山
教
場
で
は
健
康
維
持
の
た
め
に
詩
吟
を
自
分
の

ペ
ー
ス
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
に
、
教
場
長
要
請
は
ま
さ

に
青
天
の
霹
靂
で
す
。 

 

「
会
友
全
員
の
協
調
が
あ
っ
て
、
初
め
て
教
場
は
楽
し

い
教
場
に
な
る
」
を
各
々
の
会
友
が
共
有
し
て
「
楽
し
い

教
場
つ
く
り
を
目
指
そ
う
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
教

場
全
体
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
微
力

な
が
ら
教
場
長
と
し
て
精
進
し
ま
す
の
で
何
卒
ご
指
導

を
賜
る
と
共
に
、
引
き
続
き
桜
ケ
丘
教
場
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

  

副
教
場
長
拝
命
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

桜
ケ
丘
副
教
場
長 

新
井 

芳
泉 

 

こ
の
度
、
副
教
場
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
ま
さ
か
こ

の
よ
う
な
展
開
に
な
る
と
は
、
詩
吟
を
始
め
て
ま
だ
ま
だ

日
の
浅
い
者
に
と
っ
て
、
驚
愕
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

そ
も
そ
も
私
が
詩
吟
を
始
め
た
動
機
は
「
大
声
を
出
し

て
、
ス
ト
レ
ス
発
散
が
で
き
そ
う
」
と
い
う
極
め
て
軽
い

も
の
で
し
た
か
ら
。
従
っ
て
、
駆
け
出
し
の
自
分
が
こ
ん

な
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
未
だ
に
正
直
戸
惑
い
ば
か
り
が

先
行
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
拝
命
し
ま
し
た
か

ら
に
は
、
前
向
き
に
捉
え
、
会
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
な
い
よ
う
、
桜
ケ
丘
教
場
が
今
以
上
に
通
い
や
す
く
、

楽
し
く
、
か
つ
詩
吟
上
達
鍛
錬
の
場
と
な
り
ま
す
よ
う
、

精
一
杯
自
分
な
り
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
々

様
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

―
―

―
―
―

―
―
―

―
―
―
―

―
―

―
―

―
 

清
水
教
場 

教
場
長
を
拝
命
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

清
水
教
場
長 

森
坂 

雄
風 

 

 

今
年
の
一
月
か
ら
細
川
教
場
長
の
後
任
と
し
て
、
清

水
教
場
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。 

伝
統
あ
る
清
水
教
場
の
名
を
汚
す
こ
と
な
く
「
吟
ず
る

の
が
楽
し
み
だ
」
と
、
そ
の
よ
う
な
教
場
を
目
指
し
会
員

の
吟
力
向
上
と
教
場
の
発
展
の
た
め
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

指
導
と
は
「
伝
達
で
あ
り
、
共
に
学
ぶ
姿
勢
に
あ
る
」

と
の
宗
家
の
言
葉
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
吟
友
の
輪
を
広
め
ら

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
「
礼
・
節
」
を
重
ん

じ
「
真
善
美
」
の
心
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
、
吟
友
を
迎
え
る
心
を
常
に
持
っ
て
吟
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
教
場
の
理
念
で
あ
る
「
岳
精
会
流
統
の
吟

を
正
し
く
学
び
、
詩
吟
を
楽
し
む
。
心
身
の
健
康
増
進
に

資
す
る
。
会
員
の
相
互
啓
発
と
交
友
の
場
と
す
る
。
千
代

田
岳
精
会
の
発
展
に
資
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
努
力

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

副
教
場
長
を
拝
命
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

清
水
副
教
場
長 

金
井 

俊
山 

  

岳
精
会
に
入
会
し
て
私
も
八
年
が
経
ち
ま
し
た
。
清
水

教
場
も
細
川
教
場
長
か
ら
森
坂
教
場
長
に
代
わ
り
、
私
も

副
教
場
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
修
行
中
の
身
で

は
あ
り
ま
す
が
、
会
を
盛
り
上
げ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 

メ
ン
バ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
良
く
、
成
熟
し

た
仲
間
で
す
の
で
、
毎
回
お
会
い
で
き
る
こ
と
が
皆
さ
ん

楽
し
み
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
漢
詩
や
和
歌
な
ど
の
奥
深

さ
を
味
わ
い
、
堪
能
し
な
が
ら
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。
現

役
時
代
の
こ
れ
ま
で
に
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
新
鮮
な
感

動
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。 

高
齢
化
に
よ
り
、
メ
ン
バ
ー
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
教
場
が
Ｊ
Ｒ
中
野
駅
か
ら
徒
歩
で
３
分
の
場
所
に

あ
り
、
交
通
の
便
も
良
い
こ
と
か
ら
、
知
り
合
い
に
声
を

か
け
な
が
ら
増
員
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

３ 



秋
の
昇
伝
審
査 

師
範
位
及
び
上
位
の
段
位
・
伝
位
を
受
審
‼ 

 

恒
例
の
本
部
主
催
「
秋
の
昇
伝
審
査
」
が
文
化
の
日
、
十

一
月
三
日
に
「
か
わ
さ
き
保
育
会
館
」
で
開
催
さ
れ
、
師

範
位
及
び
上
位
の
段
位
・
伝
位
を
目
指
し
て
千
代
田
か
ら

二
二
名
の
会
員
が
受
審
さ
れ
、
二
七
件
の
師
範
位
及
び
新

段
位
・
伝
位
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
（
う
ち
師
範
位
及
び

上
位
の
段
位
・
伝
位
の
ダ
ブ
ル
受
審
者
は
五
名
） 

 

教
場
別 

受
審
者
数 

丸
の
内
支
部
三
名
（
三
件
）、
金
町
一
名
（
一
件
）
、 

永
山
二
名
（
二
件
）、
東
陽
町
支
部
一
名
（
一
件
）
、 

神
楽
坂
二
名
（
二
件
）
、
清
水
一
名
（
一
件
）
、 

表
参
道
一
名
（
二
件
）
、
神
田
二
名
（
二
件
）
、 

用
賀
一
名
（
一
件
）、
ハ
ザ
マ
支
部
五
名
（
八
件
）
、 

新
陵
一
名
（
一
件
）、
新
宿
第
三
、
二
名
（
三
件
） 

 

師
範
位
及
び
段
位
・
伝
位
別 

受
審
者
数 

⦿

準
師
範 

 

三
名 

 
 

 
⦿

奥
伝(

風
号)  

七
名 

⦿

七
段 

  
 

一
名 

 
  

⦿

七
段･

奥
伝
師
範 

四
名 

⦿

八
段 

 
 

三
名 

 
  

⦿

皆
伝(

龍
号)

  
 

一
名 

⦿

皆
伝(

龍
号)

奥
伝
師
範 

一
名 

⦿

皆
伝
師
範  

一
名 

 
 

 
⦿

九
段 

 
 
 
 
 

一
名 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

◇
準
師
範 

合
格
者 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
名 

久
保 

杏
山
（
神
田 

教
場
） 

中
屋 

明
山
（
同 

 
 
 

） 

和
田 

之
山
（
新
陵 

教
場
） 

 

◇
奥
伝
（
風
号
）
合
格
者 

 
 
 
 
 
 

七
名 

鎌
田 

秋
風
（
丸
の
内
支
部
） 

下
條 

信
風
（
丸
の
内
支
部
） 

 
 
 

 
 

 
 
 

中
島 

義
風
（
永
山 

教
場
） 

 
 
 

 
 

 
 
 

袖
井 

孝
風
（
神
楽
坂
教
場
） 

 
 
 

 
 

 
 
 

松
本 

篤
風
（
用
賀 

教
場
） 

 
 
 

 
 

 
 
 

小
浦
場
伯
風
（
ハ
ザ
マ
支
部
） 

 
 
 

 
 

 
 
 

林 
 

實
風
（
新
宿 

第
三
） 

◇
七
段 

合
格
者 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

一
名 

 
 
 

 
 

 
 
 

森
坂 

雄
風
（
清
水 

教
場
） 

◇
七
段
、
奥
伝
師
範 

合
格
者  

 
 
 
 

四
名 

 
 
 

 
 

 
 
 

堀
田 

宣
風
（
表
参
道
教
場
） 

 
 
 

 
 

 
 
 

三
島 

寿
風
（
ハ
ザ
マ
支
部
） 

宮
永 

明
風
（
ハ
ザ
マ
支
部
） 
 
 
 

 
 

 
 
 

宇
田
川
清
風
（
新
宿 

第
三
） 

◇
八
段 

合
格
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
名 

 
 
 
 
 
 
 
 

藤
村 

恵
風
（
永
山 

教
場
） 

 
 
 

 
 

 
 
 

宮
野 

秀
風
（
東
陽
町
支
部
） 

 
 
 

 
 

 
 
 

勝
村 

忠
風
（
神
楽
坂
教
場
） 

◇
皆
伝
（
龍
号
）
合
格
者 

 
 
 
 
 

一
名 

 
 
 

 
 

 
 
 

日
吉 
龍
久
（
ハ
ザ
マ
支
部
） 

◇
皆
伝
（
龍
号
）
奥
伝
師
範 
合
格
者 

 

一
名 

 
 
 
 
 
 
 
 

瀧
澤 

龍
春
（
ハ
ザ
マ
支
部
） 

◇
皆
伝
師
範 

合
格
者 

 
 
 
 
 
 
 

一
名 

 
 
 

 
 

 
 
 

蒐
場 

龍
一
（
丸
の
内
支
部
） 

◇
九
段 

合
格
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
名 

 
 
 

 
 

 
 
 

中
内 

龍
博
（
金
町 

教
場
） 

 

伝
統
の
繋
が
り
、
昇
伝
審
査
を
受
審
し
て
思
う
こ
と 

神
田
教
場 

久
保 

杏
山 

 

こ
の
秋
、
準
師
範
の
審
査
を
受
け
る
機
会
を
戴
い
た
。 

担
当
者
よ
り
、
試
験
は
筆
記
試
験
と
面
接
と
の
説
明
を
受

け
た
。
吟
習
得
年
数
八
年
超
、
吟
歴
の
永
さ
だ
け
で
受
審

の
機
会
を
戴
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

準
師
範
に
相
応
し
い
力
も
自
覚
も
な
い
自
分
が
何

故
？
と
の
自
問
も
あ
っ
た
。
受
審
に
あ
た
り
、
千
代
田
岳

精
会
の
許
証
部
が
中
心
と
な
っ
て
準
師
範
受
審
の
為
の

研
修
会
を
準
備
し
て
く
れ
て
い
た
。 

こ
れ
ま
で
の
昇
伝
審
査
は
、
幹
部
先
生
方
の
前
で
課
題

吟
を
詠
ず
る
の
が
主
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
筆
記
試
験
の

傾
向
と
対
策
研
修
会
は
大
変
に
有
効
で
友
好
的
学
習
の

時
間
を
頂
い
た
。
講
師
の
徳
本
先
生
は
じ
め
、
許
証
部
の

方
々
の
熱
心
な
解
説
指
導
が
な
け
れ
ば
、
手
も
足
も
出
な

か
っ
た
と
感
じ
た
。 

師
と
弟
子
、
伝
承
・
伝
統
、
繋
が
り
を
繋
ぐ
と
は
、
き

っ
と
こ
う
し
た
経
験
の
中
で
醸
成
さ
れ
て
い
く
の
だ
と

感
じ
た
。 

        

 

４ 

 



準
師
範
審
査
を
終
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
田
教
場
長 

中
屋 

明
山 

  

準
師
範
資
格
審
査
会
に
参
加
し
た
十
一
月
三
日
は
、
ま

さ
に
〝
ひ
と
の
温
か
さ
に
触
れ
た
一
日
〟
で
あ
っ
た
。 

筆
記
試
験
が
あ
る
と
聞
い
た
。
数
十
年
ぶ
り
の
こ
と
で

些
か
心
許
な
い
心
境
で
あ
っ
た
が
、
同
期
入
会
の
久
保
杏

山
氏
と
一
緒
と
い
う
の
が
不
安
を
緩
和
し
て
く
れ
た
。
加

え
て
、
徳
本
先
生
や
西
川
先
生
は
じ
め
先
輩
各
位
の
事
前

レ
ク
チ
ャ
ー
が
大
い
な
る
サ
ポ
ー
ト
と
な
っ
た
。
会
場
ま

で
乗
っ
た
タ
ク
シ
ー
の
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
も
そ
の
物
腰

の
柔
ら
か
さ
で
、
私
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く
れ
た
。 

審
査
前
の
宗
家
ご
挨
拶
で
、
ご
自
身
か
ら
「
旭
日
双
光

章
」
授
与
と
の
嬉
し
い
ご
報
告
を
お
聴
き
し
、
ま
た
、
壇

上
で
の
少
し
照
れ
な
が
ら
も
誇
ら
し
げ
な
宗
家
の
ご
様

子
が
、
私
た
ち
の
緊
張
感
を
和
ま
せ
て
く
れ
た
。
久
し
ぶ

り
に
会
う
こ
と
が
出
来
た
諸
先
輩
方
の
笑
顔
、
発
す
る
言

葉
の
温
か
さ
が
身
に
沁
み
る
。 

面
接
し
て
戴
い
た
前
澤
精
淳
先
生
の
優
し
い
励
ま
し

で
審
査
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。 

  

「
奥
伝
」
審
査
を
受
審
し
て
の
想
い 

 
 
 

丸
の
内
支
部
副
教
場
長 

 

鎌
田 

秋
風 

 

去
る
十
一
月
三
日
に
奥
伝
を
受
審
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
入
会
し
て
十
二
年
を
顧
み
る
時
、
大
き
な
転
機
を
迎

え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。 

吟
に
興
味
が
あ
っ
て
入
会
し
た
わ
け
で
な
か
っ
た
が
、

「
真
善
美
」
を
聴
い
て
気
持
ち
が
昂
ぶ
り
入
会
を
決
意
し

た
こ
と
と
多
く
の
諸
先
生
方
の
熱
意
の
あ
る
ご
指
導
、
さ

ら
に
多
く
の
吟
友
に
巡
り
会
え
て
今
ま
で
続
け
て
来
ら

れ
た
こ
と
に
我
な
が
ら
感
心
し
て
い
る
次
第
で
す
。 

 
 

六
月
に
、
腫
瘍
が
見
つ
か
り
現
在
抗
が
ん
剤
で
の
治
療

中
で
す
。
こ
の
先
何
年
詩
吟
を
で
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
宗
家
信
条「
真
善
美
」
を
一
生
の
糧
と
し
て
自
己
研
磨

に
励
む
と
共
に
会
の
発
展
に
頑
張
っ
て
行
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

諸
先
輩
及
び
諸
先
生
方
々
の
一
層
の
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

奥
伝
審
査
を
受
審
し
て 

 
 
 
 

丸
の
内
支
部
副
教
場
長 

下
條 

信
風 

  
今
年
で
詩
吟
を
始
め
て
十
一
年
目
で
す
。
早
い
も
の
で

十
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。 

伝
位
は
あ
ま
り
意
識
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
諸

先
輩
が
徐
々
に
上
位
伝
位
に
上
が
っ
て
い
く
の
を
み
て

い
る
と
、
自
分
も
い
つ
か
そ
う
な
っ
て
行
く
ん
だ
ろ
う
と

漠
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

私
は
四
年
前
か
ら
広
報
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
奥
伝
以

上
の
審
査
会
も
仕
事
で
写
真
・
取
材
な
ど
し
て
い
た
の
で
、

今
回
も
特
に
緊
張
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

「
風
」
号
も
十
年
た
っ
た
の
か
！ 

と
い
う
感
慨
は
あ
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
詩
吟
の
方
は
未
熟
で
、「
風
」号
に

相
応
し
い
の
か
否
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
ご
指

導
頂
い
た
諸
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
こ
れ
を

契
機
と
し
て
、
更
な
る
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

「
奥
伝
」
審
査
を
受
審
し
て 

永
山
教
場 

 
 
 
 

中
島 

義
風 

桜
ケ
丘
教
場
長(

令
和
六･

一･

一
よ
り) 

  

こ
の
度
、
奥
伝
の
昇
伝
審
査
を
受
審
し
た
。
自
分
で
は

平
常
心
で
審
査
に
臨
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
ま

で
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
誤
読
を
三
回
も
す
る
と
い
う

散
々
な
出
来
で
あ
っ
た
。
振
り
返
れ
ば
、
平
成
二
十
年
東

北
大
震
災
の
年
に
詩
吟
を
開
始
以
来
、
途
中
一
時
的
な
中

断
は
あ
っ
た
が
、
今
日
ま
で
詩
吟
を
楽
し
く
継
続
で
き
た

こ
と
は
詩
吟
の
持
つ
奥
深
さ
と
吟
友
と
の
楽
し
い
交
流

が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
と
痛
感
し
て
い
る
。 

こ
の
間
、
宗
家
先
生
や
奥
村
先
生
の
教
室
で
数
年
詩
吟
を

学
び
、
詩
吟
の
楽
し
さ
を
実
感
し
、
武
道
館
で
の
合
吟
コ

ン
ク
ー
ル
等
へ
も
出
場
し
て
詩
吟
の
難
し
さ
を
実
感
で

き
た
の
も
一
因
と
な
っ
て
い
る
。 

 

現
在
、
年
齢
も
八
十
歳
を
越
え
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
老

い
を
感
じ
て
い
る
が
心
身
の
健
康
維
持
と
豊
か
な
老
後

を
送
る
た
め
に
も
詩
吟
を
引
き
続
き
継
続
し
て
、
私
が
千

代
田
岳
精
会
の
二
十
五
周
年
記
念
大
会
で
鈴
木
会
長
他

諸
先
輩
の
詩
吟
に
感
動
し
た
よ
う
に
聴
く
人
に
少
し
で

も
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
吟
詠
が
出
来
る
よ
う
に

精
進
し
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。 

     

５ 



奥
伝
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

神
楽
坂
教
場 

袖
井 

孝
風 

  

足
の
不
自
由
な
夫
の
付
き
添
い
と
し
て
神
楽
坂
教
場

に
出
か
け
た
の
が
、
私
と
詩
吟
と
の
出
会
い
で
し
た
。
詩

吟
に
は
何
と
な
く
右
翼
っ
ぽ
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で

敬
遠
し
て
い
た
の
で
す
が
、
耳
塚
昇
風
先
生
に
誘
わ
れ
て

千
代
田
岳
精
会
の
末
端
に
連
な
る
こ
と
に
な
り
、
あ
っ
と

い
う
間
の
十
年
で
し
た
。
自
分
で
も
、
ま
さ
か
こ
れ
程
長

く
続
け
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
詩
吟

の
奥
深
さ
に
目
覚
め
た
こ
と
に
加
え
、
詩
吟
の
仲
間
た
ち

と
の
交
流
の
楽
し
さ
が
継
続
を
可
能
に
し
た
よ
う
で
す
。 

 

高
齢
に
な
っ
て
も
朗
々
た
る
声
で
吟
じ
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
々
に
感
銘
を
受
け
、
心
身
の
健
康
に
及
ぼ
す
詩
吟

の
効
果
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
私
自
身
、
歳
の
割
に
は
張
り

の
あ
る
声
を
保
っ
て
い
ら
れ
る
の
は
詩
吟
の
お
か
げ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

今
後
は
奥
伝
と
い
う
資
格
に
恥
じ
な
い
よ
う
一
層
努

力
を
重
ね
、
詩
吟
の
効
用
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
く
つ

も
り
で
す
。 

 

「
奥
伝
・
風
号
」
を
受
審
し
て 

用
賀
教
場
長 

松
本 

篤
風 

 

十
一
月
三
日
、
か
わ
さ
き
保
育
会
館
で
の
秋
の
昇
伝
審

査
会
で
「
奥
伝
・
風
号
」
を
受
審
致
し
ま
し
た
。 

当
日
は
九
時
集
合
で
、
ま
ず
受
審
者
全
員
で
の
吟
礼
・

会
詩
合
吟
が
行
わ
れ
た
後
、
指
定
さ
れ
た
三
つ
の
受
審
室

に
分
か
れ
、
三
名
ず
つ
の
一
組
で
順
番
に
入
室
し
て
受
審

致
し
ま
し
た
。 

私
は
一
か
月
ぐ
ら
い
前
か
ら
指
定
さ
れ
た
絶
句
二
題

と
俳
句
二
句
を
暗
譜
す
る
練
習
を
致
し
ま
し
た
。
当
日
は

順
番
が
早
か
っ
た
の
で
、
一
番
目
の
三
名
一
組
と
な
り
ま

し
た
。
審
査
の
先
生
か
ら
自
分
の
好
き
な
も
の
を
吟
詠
す

る
よ
う
に
と
の
お
話
で
し
た
の
で
、
「
潮
来
の
夕
」(

角
光

嘯
堂)

を
選
び
ま
し
た
。
俳
句
も
吟
技
が
あ
る
の
か
な
？

と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
も
う
結
構
で
す
、
と
言
わ
れ

ま
し
た
の
で
内
心
ほ
っ
と
致
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
審
査
日
よ
り
一
週
間
以
内
提
出
で
「
岳
精
流
日

本
吟
院
に
入
会
し
た
動
機
と
今
日
ま
で
の
経
過
、
並
び
に

現
在
の
心
境
に
つ
い
て
述
べ
よ
」
を
原
稿
用
紙
で
提
出
す

る
論
文
課
題
が
出
さ
れ
、
郵
送
で
提
出
致
し
ま
し
た
。
現

在
の
心
境
と
し
て
は
入
会
四
～
五
年
で
は
感
じ
な
か
っ

た
詩
吟
の
奥
深
さ
、
面
白
さ
、
楽
し
さ
を
最
近
、
少
し
ず

つ
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
精
進
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
奥
伝
を
受
審
し
て 

 
ハ
ザ
マ
支
部
副
教
場
長 

小
浦
場 

伯
風 

 
 

久
々
の
「
か
わ
さ
き
保
育
会
館
」
で
の
受
審
で
し
た
。

開
会
式
の
後
、
三
階
の
実
技(
吟
技)

の
会
場
に
向
か
い
ま

し
た
。
三
名
一
組
ず
つ
の
最
初
の
組
で
、
和
室
の
会
場
に

入
場
し
、
秋
山
精
正
先
生
の
前
で
吟
じ
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
発
声
練
習
も
せ
ず
に
声
が
出
る
か
心
配
で
し
た
が
、

何
と
か
吟
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
千
代
田
で
顔
見
知

り
の
三
名
の
方
と
一
緒
の
受
審
で
心
強
か
っ
た
の
と
、
三

名
共
、
同
じ
吟
「
潮
来
の
夕
」だ
っ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。 

早
い
も
の
で
平
成
二
十
四
年
に
入
会
し
て
か
ら
十
一

年
経
ち
ま
し
た
。
私
の
所
属
教
場
は
、
幹
部
会
員
の
健
康

等
、
色
々
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
教
場
の
仲
間

と
力
を
合
せ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

詩
吟
の
世
界
も
高
齢
化
し
て
い
ま
す
。
若
い
新
し
い
会

員
の
獲
得
に
努
力
す
る
と
共
に
、
受
審
日
当
日
の
天
気
の

よ
う
な
明
る
く
暖
か
い
教
場
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

奥
伝
授
与
の
こ
と 

 

新
宿
第
三
副
教
場
長 

林 

實
風 

 

平
成
二
十
四
年
に
入
会
し
た
動
機
は
当
時
の
新
宿
ブ

ロ
ッ
ク
長
酒
井
繁
行
氏
（
故
人
）
が
、
高
校
の
同
級
生
で

あ
り
同
期
会
の
折
度
々
誘
わ
れ
て
取
り
あ
え
ず
と
軽
い

気
持
ち
で
誘
い
に
乗
り
ま
し
た
。 

入
会
時
は
詩
吟
に
は
全
く
の
初
心
者
で
し
た
が
、
初
吟

会
と
か
温
習
会
と
か
昇
伝
審
査
会
等
の
発
表
会
に
参
加
、

特
に
区
連
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
出
場
続
け

て
い
た
所
、
入
賞
の
賞
状
を
頂
く
こ
と
が
あ
り
驚
き
と
且

つ
意
欲
と
な
り
ま
し
た
。
数
年
が
過
ぎ
た
頃
、
酒
井
ブ
ロ

ッ
ク
長
の
突
然
死
、
さ
ら
に
明
治
安
田
生
命
ビ
ル
か
ら
の

会
場
移
転
、
同
時
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
応
、
そ
れ
に
伴

っ
て
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教

室
が
始
ま
り
、
や
っ
と
北
区
立
赤
羽
文
化
セ
ン
タ
ー
を
本

拠
地
と
し
た
詩
吟
教
室
に
定
着
し
ま
し
た
。 

今
尚
詩
吟
を
続
け
ら
れ
て
い
る
理
由
は
、
詩
吟
に
は
年

齢
は
そ
れ
ほ
ど
ハ
ン
デ
ィ
に
な
ら
ず
健
康
に
良
い
こ
と

と
、
人
の
前
で
大
き
な
声
を
出
し
て
吟
じ
ら
れ
る
様
に
な

っ
た
の
は
少
し
だ
け
吟
に
自
信
が
付
い
た
か
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

６ 



皆
伝
を
受
審
し
て ハ

ザ
マ
支
部
教
場 

日
吉 

龍
久 

 

平
成
二
十
年
に
千
代
田
岳
精
会
に
入
会
し
ま
し
た
。
同

時
に
「
剣
詩
舞
研
修
」
に
人
会
し
ま
し
た
。 

思
い
返
せ
ば
、
私
は
良
き
先
輩
仲
間
に
ま
た
先
生
に
恵

ま
れ
幸
に
過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
。 

こ
ん
な
私
で
す
が
人
生
最
悪
の
時
も
あ
り
ま
し
た
。
突

然
の
く
も
膜
下
出
血
に
襲
わ
れ
ま
し
た
が
、
何
の
後
遺
症

も
な
く
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。
最
初
の
処
置
が
早
か
っ
た

か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
吟
友
や
先
生
に
は
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
気
持

ち
で
一
杯
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
後
は
皆
伝
と
い
う
雅
号
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

「
龍
号
」
を
受
審
し
て 

 
 
 
 

ハ
ザ
マ
支
部
副
教
場
長 

瀧
澤 

龍
春 

  

十
一
月
三
日
晴
天
の
下
、
川
崎
の
会
場
に
伺
い
緊
張
し

な
が
ら
受
付
を
す
ま
せ
て
席
に
つ
き
、
午
前
は
筆
記
試
験

で
終
わ
り
、
午
後
は
面
接
と
課
題
吟
で
す
。 

軽
く
昼
食
を
と
り
午
後
の
部
に
臨
み
ま
し
た
。
宗
家
、

宗
嗣
、
山
口
先
生
の
前
で
宗
嗣
の
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
で
課
題

吟
の
「
北
海
道
讃
歌
」
森
み
つ
作
、
を
吟
じ
終
え
る
こ
と
が

で
き
、
ほ
っ
と
致
し
ま
し
た
。
宗
家
か
ら
下
音
の
研
究
を

し
た
ら
良
い
で
す
ね
、
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
終
わ
り
ま

し
た
。 

廊
下
に
出
て
待
つ
こ
と
十
五
分
位
、
今
度
は
一
人
ず
つ

部
屋
に
呼
ば
れ
面
接
で
す
。
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦
手
な

私
は
何
を
話
し
た
か
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
宗
家
か
ら
は

毎
月
発
行
の
「
今
月
の
言
葉
」
を
声
を
出
し
て
読
む
と
良

い
で
す
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
り
、
終
了
で
す
。 

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！ 

  

                  

 

年
男
・
年
女 

今
年
の
干
支
は

甲
辰
（
き
の
え
・
た
つ
）
で
す
。 

    

八
回
目
の
年
男
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 
 

丸
の
内
支
部
教
場
長 

蒐
場 

龍
一 

 

今
年
の
干
支
は
辰
年
に
あ
た
り
、
私
は
生
ま
れ
た
年
を

含
め
八
回
目
の
年
男
を
迎
え
ま
し
た
。「
光
陰
矢
の
如
し
」

実
に
、
時
間
の
過
ぎ
て
い
く
の
が
早
く
感
じ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。 

さ
て
、
千
代
田
岳
精
会
に
入
会
し
て
、
十
六
年
八
か
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
思
い
お
こ
せ
ば
、
会
社
の
Ｏ
Ｂ
会
に
出

席
し
た
時
、
会
社
の
先
輩
で
も
あ
り
、
学
校
の
先
輩
で
も

あ
っ
た
高
橋
先
輩
か
ら
、
詩
吟
の
お
誘
い
を
受
け
丁
度
、

そ
の
頃
、
今
は
亡
き
親
父
が
晩
年
、
詩
吟
を
や
っ
て
い
た

の
を
思
い
出
し
、
〞
詩
吟
を
や
っ
て
み
た
い
‼
〟
と
思
っ

て
い
た
矢
先
で
し
た
。 

即
、
入
会
を
し
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
は
吟
友
の
仲
間
を
増
や
し
、
吟
友
を
大
切
に
、

「
真
善
美
」
の
精
神
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
「
動
か
ざ
る
こ

と
山
の
如
く
」
を
今
年
の
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
、
充
実
し
た

一
年
を
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

詩
吟
を
人
生
の
友
と
し
、
精
進
し
て
ゆ
く
覚
悟
で
す
。 

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

 

７ 

 

八
ヶ
岳
高
原
ラ
イ
ン 

東
沢
大
橋(

赤
い
橋) 



「
年
女
」
の
年
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
町
教
場 

小
野 

弘
子 

  

先
日
は
地
区
セ
ン
タ
ー
祭
り
に
参
加
す
る
た
め
、
四
〇

年
ぶ
り
に
着
物
を
着
ま
し
た
が
帯
の
締
め
方
を
忘
れ
て

い
て
、
教
室
の
お
友
達
に
教
わ
り
助
か
り
ま
し
た
。
久
し

ぶ
り
の
着
物
に
若
い
こ
ろ
を
思
い
出
し
、
良
い
一
日
で
し

た
。 

 

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
令
和
六
年
は
私
の
年

「
辰
年
」
で
す
。
私
も
ひ
孫
の
い
る
年
齢
で
す
が
何
と
か

健
康
に
は
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
朝
は
五
時
に
起
き
三
〇

分
で
す
が
家
の
周
り
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
そ
の
後
ラ
ジ
オ

体
操
の
仲
間
に
加
わ
り
、
少
し
で
も
と
体
力
を
つ
け
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
と
会
い
、
話
を
す
る
と
色
々
な
情
報
を
聞

く
こ
と
が
で
き
勉
強
に
な
り
ま
す
。 

 

初
め
て
吟
に
出
会
い
、
少
し
ず
つ
で
す
が
私
に
合
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
長
く
吟
じ
て
い
け
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

年
男
に
向
け
て
思
う 

 
 
 
 
 
 
 

神
楽
坂
教
場 

中
津
留 

準
泉 

  

自
分
で
は
い
つ
ま
で
も
若
い
つ
も
り
で
過
ご
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
七
回
目
の
年
男
に
な
る
と
聞
き
、
未
だ

に
成
熟
し
て
い
な
い
自
分
を
悟
り
、
愕
然
と
し
ま
し
た
。 

詩
吟
は
神
楽
坂
教
場
長
の
勝
村
氏
に
勧
め
ら
れ
て
六

年
前
よ
り
始
め
、
教
場
長
や
教
室
の
皆
様
の
ご
指
導
や
励

ま
し
で
頑
張
っ
て
来
ま
し
た
。
不
器
用
で
音
痴
を
自
覚
す

る
私
は
な
か
な
か
上
達
を
し
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
詩
を

吟
ず
る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
く
、
吟
じ
て
い
る
と
き
は
最

高
の
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
年
男
に
な
る
今
年
は
さ
ら
に
励

ん
で
上
達
し
、
私
自
身
が
楽
し
い
だ
け
で
な
く
、
聴
く
人

に
も
楽
し
さ
を
与
え
ら
れ
る
吟
を
目
指
し
ま
す
。 

人
生
一
〇
〇
年
時
代
、
次
の
年
男
を
迎
え
る
機
会
も
あ

る
と
思
い
、
そ
れ
ま
で
に
人
間
的
に
は
自
分
を
磨
い
て
成

熟
を
目
指
す
と
と
も
に
、
詩
吟
も
さ
ら
な
る
研
鑽
を
重
ね

て
上
達
し
、
充
実
し
た
人
生
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

年
男
の
た
わ
ご
と 

志
茂
教
場 

平
井 

武
山 

  

往
時
の
国
粋
主
義
、
軍
国
主
義
は
な
や
か
な
り
し
頃
の

言
い
方
を
す
れ
ば
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年
（
昭
和
十
五
年
）

六
月
十
日
生
ま
れ
の
八
十
四
歳
の
辰
年
の
年
男
で
す
。
生

ま
れ
た
年
を
入
れ
れ
ば
八
回
、
年
男
を
迎
え
た
こ
と
に
な

り
今
年
が
間
違
い
な
く
最
後
だ
な
と
思
う
と
何
と
な
く

感
慨
を
催
し
ま
す
。
皇
紀
二
六
〇
〇
年
は
お
め
で
た
い
年

で
、
国
で
お
祝
い
し
た
ん
だ
ぞ
、
と
何
度
か
自
慢
し
た
の

を
覚
え
て
お
り
ま
す
。 

 

年
男
に
は
縁
が
あ
り
、
千
代
田
の
神
田
教
場
に
入
会
し

た
の
も
十
二
年
前
の
十
一
月
で
し
た
。
艶
歌
が
好
き
で
、

無
名
の
プ
ロ
歌
手
が
素
人
に
教
え
る
教
室
を
希
望
し
た

の
で
す
が
満
員
で
す
か
ら
と
す
げ
な
く
断
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
直
後
、
昔
の
仕
事
上
の
先
輩
か
ら
、
詩
吟
を
始
め

て
杉
並
公
会
堂
で
大
会
が
あ
る
の
で
応
援
に
来
て
欲
し

い
と
言
わ
れ
、
行
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
良
い
意
味
で
の
運

の
尽
き
に
な
り
ま
し
た
。
大
会
後
の
懇
親
会
で
金
も
払
わ

ず
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
飲
み
食
い
し
、
途
中
で
無
銭
飲

食
に
気
付
き
ま
し
た
。
代
償
に
一
期
四
ケ
月
だ
け
入
る
つ

も
り
が
、
意
外
に
興
味
深
く
、
飽
き
っ
ぽ
い
私
に
は
珍
し

く
今
日
ま
で
続
い
て
お
り
ま
す
。 

 

楽
し
く
老
い
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

草
加
教
場 

青
木 

恭
山 

  

た
し
か
十
二
年
前
、
還
暦
を
迎
え
た
私
に
原
稿
の
依
頼

が
あ
っ
た
。
そ
の
年
に
生
ま
れ
た
二
番
目
の
孫
は
、
も
う

私
の
背
を
こ
え
た
。 

 

孫
の
成
長
と
と
も
に
、
私
は
老
い
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
止

め
る
こ
と
の
出
来
な
い
流
れ
で
あ
る
。
そ
の
流
れ
に
ジ
タ

バ
タ
し
な
が
ら
、
楽
し
み
た
い
。
娘
や
孫
達
と
い
っ
し
ょ

に
行
く
年
二
回
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
、
も
う
八
年
続
く
。
そ
し

て
夏
の
旅
行
。 

 

絶
叫
大
好
き
な
私
は
、
ビ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
ス
プ
ラ
ッ
シ

ュ
何
度
で
も
乗
れ
る
。
両
手
を
広
げ
大
声
で
叫
ぶ
。
気
分

は
最
高
だ
。
七
才
に
な
る
孫
は
怖
が
り
な
の
で
ま
だ
乗
れ

な
い
。
彼
女
が
乗
れ
る
様
に
な
る
の
が
先
か
、
私
の
リ
タ

イ
ア
が
先
か
。 

私
の
二
回
り
も
上
で
亡
く
な
ら
れ
た
大
先
生
の
様
に
、

生
き
て
い
る
こ
と
を
大
切
に
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
今
ま

で
と
同
じ
一
日
一
日
を
過
ご
し
、
老
い
て
ゆ
く
こ
と
を
楽

し
み
た
い
。  

 

       

８ 

 

 



干
支
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

永
山
教
場
長 

藤
村 

恵
風 

  

定
年
後
も
続
け
ら
れ
る
趣
味
と
し
て
、
詩
吟
を
選
び
早

や
十
三
年
。
月
日
の
経
つ
の
が
本
当
に
早
い
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
教
場
開
設
等
、
思
い
が
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
多
く
の
仲
間
、
良
き
友
、
良
き
ご
縁
に
恵
ま
れ
、
詩
吟

が
出
来
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、
気
負
わ
ず
、
息
切
れ
し

な
い
、
明
る
い
楽
し
い
教
場
作
り
、
吟
友
の
輪
を
広
げ
て

行
く
所
存
で
す
。
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、

今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ご
縁
を
繋
ぐ
詩
吟 

 
 
 
 
 
 
 
 

表
参
道
教
場 

奈
良 

吉
花 

  

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

岳
精
会
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
一
年
に

な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

二
〇
二
〇
年
九
月
よ
り
千
代
田
岳
精
会
表
参
道
教
場
に

て
精
進
し
て
お
り
ま
す
。 

 

詩
吟
の
世
界
は
奥
深
く
、
吟
譜
だ
け
で
な
く
漢
詩
の
意

味
を
考
え
、
情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
吟
ず
る
こ
と
の

難
し
さ
を
日
々
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
課
題
を
克
服

で
き
る
よ
う
、
徳
本
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
教
場
の
皆
様

と
共
に
今
後
も
練
習
に
励
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
詩
吟
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

ま
ず
何
よ
り
も
岳
精
会
の
皆
様
の
よ
う
に
、
人
と
人
と
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
、
詩
吟
を
通
じ
た
ご
縁
の
繋
が
り
に 

 

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
詩
吟
を
楽

し
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

                            

 

短
歌 

「
よ
も
の
海
」 

紹
介 

ち
よ
だ 

編
集
部 

 

詩
吟
教
本
（
天
の
巻
）
二
五
六
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
短
歌

「
よ
も
の
海
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

         

【
通
釈
】
四
方
の
海
に
あ
る
国
々
は 

皆
兄
弟
姉
妹
と
思

う
世
に 

な
ぜ
波
風
が
騒
ぎ
立
て
る
の
で
あ
ろ
う
。 

【
語
釈
】 

★
よ
も
：
四
方
。
東
西
南
北
、
又
は
前
後
左
右
の
四
つ
の

方
向
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
、
い
た
る
所
。 

よ
も
の
海
：
「
四
海
」
。
「
四
海
」
に
は
「
国
家
・
天

下
・
世
の
中
」
の
意
味
が
あ
る
。 

★
は
ら
か
ら
：
同
腹
の(

＝
母
を
同
じ
く
す
る)

兄
弟
姉
妹
。

転
じ
て
（
一
般
に
）
兄
弟
姉
妹
。
「
は
ら
」
は
腹
、
「
か

ら
」
は
「
う
か
ら
」
「
や
か
ら
」
の
「
か
ら
」
で
、
血

縁
関
係
を
意
味
す
る
。 

★
な
ど
：(

副
詞)

➡

ど
う
し
て
、
な
ぜ
、
▽
疑
問
の
意
を

表
す
。
ど
う
し
て…

か
、
い
や
、…

な
い
。
▽
反
語
の

意
を
表
す
。 

 

 

 

９ 

 

八
ヶ
岳
高
原
大
橋 

https://dictionary.goo.ne.jp/word/%E6%96%B9%E5%90%91/


【
鑑
賞
】
こ
の
歌
は
、
故
Ｄ
・
キ
ー
ン
（
米
国
出
身
の
日

本
文
学
研
究
者
、
日
本
国
籍
取
得
・
永
住
）
、
平
山
周

吉(
評
論
家･

慶
応
義
塾
大)

、
一
ノ
関
忠
人(

歌
人
、
國

學
院
大
に
学
び
岡
野
弘
彦
に
師
事)

、
本
間
光
徳(

国
際

基
督
教
大)
等
に
よ
っ
て
詳
し
く
研
究
さ
れ
て
い
る
。 

以
下
、
一
ノ
関
忠
人
の
評
論
を
要
約･

引
用
し
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
年
に
詠
ま
れ
た 

・
明
治
天
皇
は
生
涯
に
一
〇
万
首
を
超
す
歌
を
詠
ま
れ

て
い
る
。
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
こ
の
年
（
１
９
０
４

年･

明
治
三
十
七
年
）
は
日
々
四
〇
首
、
年
間
に
一
万

首
の
和
歌
を
詠
ま
れ
た
。 

こ
の
歌
は
そ
の
内
の
一
首
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
一

首
は
と
り
わ
け
よ
く
知
ら
れ
た
歌
で
あ
っ
た
。
英
訳
さ

れ
て
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
米
大
統
領
を
も
感
動
さ
せ
た
と

い
う
逸
話
も
あ
り
明
治
天
皇
の
「
平
和
愛
好
の
御
精
神

」
が
強
調
さ
れ
た
歌
で
あ
る
。 

・
日
露
戦
争
の
開
戦
に
あ
た
っ
て
、
明
治
天
皇
に
は
危
惧

が
あ
っ
た
。
世
界
は
全
て
が
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
平
和
な

時
代
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
、
ど
う
し
て
波
風

が
立
つ
よ
う
な
動
乱
の
兆
し
が
み
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
。
一
読
し
て
戦
争
忌
避
、
平

和
愛
好
を
感
じ
て
不
思
議
な
い
だ
ろ
う
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

日
米
開
戦
を
問
う
御
前
会
議
で
「
よ
も
の
海
」
引
用 

・
そ
れ
か
ら
少
し
時
間
が
経
ち
、
１
９
４
１
年
（
昭
和
十

六
年
）
９
月
６
日―

―

こ
の
日
、
日
米
開
戦
の
是
非
を

問
う
御
前
会
議
が
開
か
れ
た
。 

出
席
者
は
近
衛
文
麿
首
相
以
下
、
十
五
名
。
会
議
の

最
後
に
昭
和
天
皇
は
異
例
の
行
動
に
出
る
。
明
治
天
皇

の
こ
の
歌
を
読
み
あ
げ
た
の
で
あ
る
。 

当
時
、
陸
軍
軍
務
科
高
級
課
員
だ
っ
た
石
井
秋
穂
大

佐
は
事
務
方
と
し
て
参
加
し
た
。
冷
静
な
観
察
記
録
を

記
し
た
「
石
井
秋
穂
大
佐
回
顧
録
」
に
記
さ
れ
た
御
前

会
議
の
最
後
の
様
子
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 御
前
会
議
で
は
「
最
後
に
天
皇
陛
下
は
御
親
（
み
ず
か
）

ら
御
発
言
あ
そ
ば
さ
れ
、
先
ず
『
枢
相
〔
原
嘉
道
枢
密
院

議
長
〕
の
質
問
に
対
し
て
統
帥
部
が
答
え
な
い
の
は
甚
だ

遺
憾
で
あ
る
』
と
仰
せ
ら
れ
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
紙
を
御
出

し
に
な
り
、
『
四
方
の
海 

皆
は
ら
か
ら
と
思
う
世
に 

な

ど
波
風
の
立
ち
さ
わ
ぐ
ら
む
』 

と
の
明
治
天
皇
の
御
製

を
二
度
朗
読
あ
ら
せ
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
発
言
さ
れ
た
。 

『
自
分
は
常
に
明
治
天
皇
の
平
和
愛
好
の
精
神
を
具

現
し
た
い
と
思
っ
て
お
る
』 

 
・
天
皇
は
大
元
帥
で
も
あ
る
。
こ
の
明
治
天
皇
の
歌
を
読

み
あ
げ
た
と
い
う
こ
と
は
、
あ
き
ら
か
に
戦
争
不
可
、

外
交
努
力
を
い
っ
そ
う
推
進
せ
よ
と
い
う
意
志
の
表

明
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
の
国
は
戦
争
の
道
を
選
択

し
た
。
天
皇
の
意
向
を
無
視
す
る
が
ご
と
く
に
。
そ
こ

に
何
が
あ
っ
た
の
か
。 

・
そ
れ
を
解
く
カ
ギ
は
、
佐
佐
木
信
綱
『
明
治
天
皇
御
集

謹
解
』
と
渡
辺
幾
治
郎
『
明
治
天
皇
と
軍
事
』
、
そ
れ

に
「
朝
日
新
聞
」
１
９
４
２
年
（
昭
和
十
七
年
）
３
月

１
０
日
の
渡
辺
の
謹
話
の
記
事
で
あ
る
。 

 

「
よ
も
の
海
」
の
歌
は
、
明
治
天
皇
が
日
露
開
戦
当
初
に

詠
ま
れ
た
和
歌
で
、
「
そ
し
て
畏
多
い
こ
と
な
が
ら
、
今

上
陛
下
の
大
東
亞
戦
に
臨
ま
せ
ら
れ
る
大
御
心
も
明
治

天
皇
と
い
さ
ゝ
か
も
お
変
り
あ
そ
ば
さ
れ
ぬ
の
で
あ
る
」

（
朝
日
新
聞
記
事
） 

 

・
関
係
者
は
、
昭
和
天
皇
が
提
起
し
た
明
治
天
皇
の
平
和

愛
好
の
歌
、
そ
れ
は
戦
争
の
回
避
を
意
図
す
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
い
く
つ
か
の
こ
の
歌
の
解
釈
を
め
ぐ
る
論

を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
戦
へ
の
裁
可
と
読
み

替
え
て
し
ま
っ
た
。 

・
昭
和
天
皇
は
、
こ
の
よ
う
な
戦
争
を
促
進
す
る
解
釈
が

な
さ
れ
る
こ
と
を
思
い
も
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
歌
を
出
せ
ば
、
戦
争
へ
の
逡
巡
が
生
ま
れ
る

は
ず
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。 

・
後
に
昭
和
天
皇
が
、
文
学
の
あ
や
と
い
う
よ
う
な
発
言

を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
「
あ
や
」
は
、
こ
う
し

た
問
題
と
繋
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
昭
和
天
皇

は
終
生
短
歌
を
愛
し
、
作
り
続
け
て
お
ら
れ
た
が
、
終

戦
の
決
定
の
折
に
は
、
そ
の
よ
う
な
曖
昧
な
和
歌
を
持

ち
出
す
こ
と
も
な
く
決
然
と
敗
戦
を
認
め
ら
れ
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―

―
―
―
―

 

短
歌
「
よ
も
の
海
」
は
令
和
五
年
十
月
の
「
こ
と
ぶ
き

吟
詠
の
集
い
」
に
て
役
員
吟
詠
で
吟
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

温
故
知
新
、
故(

ふ
る)

き
を
温(

た
ず)

ね
て
新
し
き

を
知
る
、
と
い
う
言
葉
が
浮
か
び
ま
し
た
。 

現
代
に
お
い
て
な
お
武
力
に
よ
る
国
家
間
ま
た
は

国
内
の
現
状
変
更
が
横
行
す
る
な
か
、
明
治
天
皇
、
昭

和
天
皇
の
思
い
を
知
り
、
そ
の
心
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
詩
吟
の
喜
び
、
愉
し
み
で
す
。 

   

１０ 

 

 



令
和
六
年
度 

昇
伝
審
査
指
定
吟
題 

 初
伝 

将
に
東
遊
せ
ん
と
し
て
壁
に
題
す 

釈 

月
性 

画
眉
鳥 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

欧 

陽
脩 

中
伝 

 
 

 
 

 
 

馬
上
偶
成 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

高
杉
晋
作 

花
下
に
酔
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

李 

商
隠 

※
短
歌(

自
由
選
題
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
型
の
ど
れ
で
も
よ
い) 

 
 

 
 

 
 

た
わ
む
れ
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
川
啄
木 

 
 

 
 

 
 

葛
の
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

釈 

迢
空 

奥
伝 

 
 

 
 

 
 

慈
恩
塔
に
題
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

荊 
叔 

関
山
の
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

儲 

光
羲 

※
俳
句
（
自
由
選
題
、
教
本
の
中
か
ら
選
ぶ
） 

梅
一
輪 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

嵐 

雪 

名
月
や 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

茶 

皆
伝 

 
 

 
 

 
 

登 

高 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

杜 

甫 

 
 

 
 

 
 

小
楠
公 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

松
口
月
城 

 

〖 

新 

会 

員 

紹 

介 

〗 

◇
用
賀
教
場 

鯉
沼 

宏
治
氏
（
七
月
入
会
） 

「
詩
吟
」
と
聞
い
て
も
あ
の
川
中
島
の
決
戦
を
詠
っ

た
鞭
声
粛
々
の
一
節
を
思
い
浮
か
べ
る
程
度
で
し
た

が
、
近
年
八
十
の
齢
を
迎
え
る
年
頃
に
な
っ
て
心
身
の

衰
え
を
意
識
し
始
め
、
特
に
喉
の
衰
え
や
飲
み
込
み
時

に
む
せ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
誤
嚥
の
心
配
も

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
家
内
か

ら
世
田
谷
区
報
に
掲
載
の
詩
吟
教
室
を
勧
め
ら
れ
、
昨

年
六
月
用
賀
教
場
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当
日

の
参
加
者
は
八
名
程
度
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
和
気
藹
々

と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
で
熱
心
に
吟
詠
に
取
り
組
ま

れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
好
感
を
覚
え
る
と
共
に
、
松
本

教
場
長
の
懇
切
な
る
お
世
話
ぶ
り
に
、
見
学
だ
け
で
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
り
、
入
会
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

以
後
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
吟
詠
の
方
は
ま
だ

ま
だ
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
も
い
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
少
な
く

と
も
意
識
し
て
大
声
を
出
す
こ
と
は
身
体
に
も
良
い

効
果
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
宜

し
く
ご
指
導
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
金
町
教
場 

坂
下 

利
恵
子
さ
ん
（
八
月
入
会
） 

金
町
教
場
で
は
一
番
新
し
い
会
員
さ
ん
で
原
田
ひ

と
み
さ
ん
の
紹
介
で
す
。
原
田
さ
ん
が
全
国
大
会
の
構

成
吟
に
と
て
も
感
動
さ
れ
お
声
掛
け
頂
き
ま
し
た
。 

坂
下
利
恵
子
さ
ん
は
若
い
時
楽
器
を
さ
れ
て
い
た

と
の
こ
と
で
音
感
の
良
い
方
で
す
。
良
い
お
声
で
節
調

抜
群
、
自
信
を
持
っ
て
吟
じ
て
頂
き
た
い
で
す
。 

楚
々
と
し
た
美
人
で
ま
だ
ま
だ
若
く
こ
れ
か
ら
が
楽

し
み
で
す
。 

飯
塚 

治
夫
氏
（
十
月
入
会
） 

九
月
に
教
室
見
学
に
来
ら
れ
十
月
入
会
さ
れ
ま
し

た
。
何
と
プ
ロ
の
浪
曲
師(

広
沢
虎
春)
で
す
。
と
て
も

良
い
お
声
三
本
で
楽
々
と
吟
じ
ら
れ
ま
す
。
岳
精
流
の

節
調
も
直
ぐ
マ
ス
タ
ー
さ
れ
ま
し
た
。 

背
が
高
く
ス
マ
ー
ト
で
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
方
で
す
が
、 

 

若
い
時
は
相
撲
部
屋
か
ら
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
す
。
ま
だ
若
く
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

井
上 

美
知
子
さ
ん
（
十
月
復
会
） 

以
前
日
暮
里
教
場
の
会
員
さ
ん
で
ま
た
詩
吟
を
楽

し
み
た
い
と
金
町
教
場
に
入
ら
れ
ま
し
た
。 

ご
自
宅
は
教
室
の
近
く
で
以
前
も
金
町
に
二
～
三
回

参
加
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

き
れ
い
な
お
声
で
以
前
は
八
本
で
吟
じ
ら
れ
て
い

て
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
お
声
も
出
ら
れ
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
で
す
。 

◇
神
楽
坂
教
場 

椎
名 

正
道
氏
（
九
月
入
会
） 

 
 

私
は
山
岳
一
辺
倒
の
人
間
で
若
い
頃
は
ロ
ッ
ク
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
、
結
婚
～
子
育
て
を
終
え
四
〇
代
後
半
か

ら
は
日
本
全
国
三
五
〇
〇
山
の
遍
歴
を
続
け
て
参
り

ま
し
た
。
海
外
の
山
々
を
入
れ
る
と
四
〇
〇
〇
山
を
超

え
る
実
績
を
残
し
て
参
り
ま
し
た
。
日
本
国
内
の
百
名

山
に
対
し
、
不
束
で
す
が
自
作
漢
詩
（
七
言
古
詩
）
を

創
作
し
ま
し
た
。 

 
 

其
れ
を
山
仲
間
の
前
で
朗
々
と
吟
じ
た
い
衝
動
に

か
ら
れ
、
二
〇
二
三
年
九
月
、
八
八
歳
の
手
習
い
で
神

楽
坂
教
場
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

諸
先
輩
方
の
良
き
ご
指
導
に
よ
り
、
楽
し
く
詩
吟
の

世
界
を
覗
か
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
一
生
懸
命
頑
張

っ
て
一
歩
で
も
早
く
夢
を
達
成
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
芳
醇
な
る
ご
助
力
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
み
な
と
み
ら
い
教
場 

古
澤 

公
章
氏
（
十
月
入
会
） 

八
月
の
或
る
早
朝
。
横
浜
港
の
波
打
ち
際
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
中
、
芝
生
の
上
で
ラ
ジ
オ
体
操
に
勤
し
む
一
団

１１ 

 



に
紛
れ
込
み
ま
し
た
。
内
の
お
一
人
、
宮
本
さ
ん
と
挨

拶
を
交
わ
し
た
の
が
ご
縁
の
始
ま
り
で
す
。 

そ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
詩
吟
の
お
仲
間
達
。
片
や
、
我

流
で
「
川
中
島
」
な
ど
口
ず
さ
み
、
い
つ
か
正
規
に
勉
強

を
と
考
え
て
い
た
闖
入
者
。
偶
然
の
巡
り
合
わ
せ
の
、 

不
思
議
な
マ
ッ
チ
ン
グ
で
し
た
。 

 
 

教
場
は
、
和
気
に
満
ち
た
同
好
の
士
の
集
り
で
、
会

長
の
温
か
い
指
導
と
教
場
長
の
行
き
届
い
た
気
配
り

と
が
、
格
調
高
い
気
風
を
醸
し
、
毎
回
緊
張
し
つ
つ
も

愉
し
く
吟
詠
に
努
め
て
お
り
ま
す
。 

当
面
の
課
題
は
陋
屋
内
で
の
「
吟
」
の
発
声
練
習
。

「
ン
ン
ン
ン
と
蜂
の
羽
音
の
よ
う
」
と
宣
う
、
娘
の
不

評
解
消
。
目
指
す
は
吟
歴
十
年
に
近
い
加
藤
博
善
さ
ん

の
吟
詠
。「
家
族
皆
が
聴
き
惚
れ
て
い
ま
す
」
と
仰
る
。

そ
の
高
み
へ
の
早
期
到
達
で
す
。 

   
 
 
 

訃
報 

◆
岩
崎 

精
慶
氏
（
元
副
会
長
、
丸
の
内
支
部
教
場
） 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
八
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

享
年
九
十
六
歳
。
昭
和
六
十
二
年
入
会
。 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

       

岩
崎
先
生
あ
り
が
と
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

監
査
役 

八
田 

精
猷 

 

千
代
田
岳
精
会
は
、
飯
田
精
鷹
初
代
会
長
が
明
治
生
命

の
社
内
同
好
会
か
ら
昭
和
六
十
年
に
千
代
田
教
場
を
開

設
、
岩
崎
先
生
は
磯
田
精
信
元
副
会
長
と
並
び
副
会
長
と

し
て
今
日
の
岳
精
流
を
背
負
う
会
に
育
て
た
大
功
労
者

で
あ
っ
た
。 

幹
部
社
員
と
し
て
定
年
を
迎
え
、
退
職
後
は
詩
吟
の
指

導
者
と
し
て
丸
の
内
第
二
教
場
を
立
ち
上
げ
ら
れ
、
数
多

く
の
会
員
を
入
会
、
育
て
上
げ
ら
れ
た
。 

こ
こ
か
ら
草
加
、
日
暮
里
、
鎌
倉
、
桜
ヶ
丘
、
永
山
、

金
町
教
場
が
独
立
し
て
丸
の
内
ブ
ロ
ッ
ク
へ
と
繋
が
っ

て
い
る
。
千
代
田
の
成
長
と
共
に
直
接
指
導
さ
れ
た
教
場

は
、
丸
の
内
ブ
ロ
ッ
ク
関
連
の
他
、
東
陽
町
、
清
水
、
鎌

ヶ
谷
等
、
漢
詩
・
詩
吟
へ
の
深
い
造
詣
と
格
調
高
い
指
導

に
他
教
場
や
岳
精
流
の
他
会
か
ら
も
教
室
に
参
加
希
望

が
多
い
先
生
だ
っ
た
。 

特
に
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
武
道
館
合
吟
コ
ン
ク
ー

ル
、
独
吟
共
に
出
吟
者
は
先
生
の
指
導
を
受
け
た
多
く
の

会
員
が
晴
れ
の
舞
台
で
吟
じ
、
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に

す
る
至
極
の
時
を
持
っ
た
者
が
五
指
に
余
っ
た
。
私
が
入

会
当
時
、
先
輩
の
言
葉
に
「
詩
吟
に
は
そ
の
人
の
品
格
が

現
れ
る
。
人
格
者
か
ら
指
導
を
受
け
な
さ
い
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
を
は
っ
き
り
記
憶
し
て
い
る
。
千
代
田
最
高
の
師

範
で
あ
っ
た
。 

コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
で
、
教
場
が
開
け
な
く
な
る
ま

で
ご
高
齢
に
め
げ
ず
幾
つ
も
の
教
場
へ
毎
月
元
気
に
出

か
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
人
柄
と
ご
指
導
を
慕
っ
て

所
属
を
問
わ
ず
数
多
く
の
会
員
が
、
千
代
田
に
と
ど
ま
ら

ず
他
会
の
会
員
の
姿
も
見
ら
れ
て
い
た
。 

特
に
明
治
生
命
丸
の
内
本
社
ビ
ル
が
改
築
と
な
り
、

本
部
組
織
や
教
場
が
路
頭
に
迷
っ
た
時
、
新
宿
駅
西
口
に

あ
っ
た
安
田
生
命
旧
本
社
ビ
ル
に
余
裕
が
有
る
こ
と
に

着
眼
、
昔
の
部
下
で
あ
っ
た
管
轄
部
署
の
担
当
部
長
に
折

衝
し
て
地
下
の
会
議
室
を
幾
つ
か
使
用
さ
せ
て
も
ら
え
、

最
多
期
に
は
十
三
の
教
場
が
平
日
は
毎
日
使
用
す
る
盛

況
で
幹
部
会
議
、
階
層
別
研
修
会
、
自
主
研
修
会
、
千
吟

会
、
更
に
は
周
年
大
会
、
温
習
会
に
ま
で
使
用
さ
せ
て
も

ら
え
た
の
は
岩
崎
先
生
の
ご
功
績
で
あ
っ
た
。 

筆
者
は
入
会
以
来
二
十
五
年
ご
指
導
を
受
け
、
気
が
付

く
と
健
康
に
恵
ま
れ
流
統
最
高
伝
位
を
頂
く
ま
で
詩
吟

に
没
入
出
来
た
の
も
先
生
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
る
。 

ご
逝
去
は
悲
し
く
、
寂
し
い
が
、
九
十
六
歳
と
い
う
天

寿
、
ご
本
人
に
と
っ
て
も
十
分
に
人
生
を
楽
し
み
堪
能
さ

れ
た
素
晴
ら
し
い
生
涯
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。 

 

編
集
後
記 

令
和
六
年
は
早
々
か
ら
大
惨
事
が
続
き
ま
し
た
。
北
陸
、

信
越
地
方
の
震
災
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
薪
を
担
う
て
翠
岑
を
下
る 

翠
岑
路
は
平
ら
か
な
ら

ず 

時
に
憩
う
長
松
の
下 

静
か
に
聞
く
春
禽
の
声
」 

良
寛
さ
ん
の
「
時
に
憩
う
」
で
す
ね
。
共
に
困
難
な
状
況

に
、
時
に
憩
う
て
英
気
を
養
い
、
復
興
と
平
常
を
取
り
戻

し
た
い
も
の
で
す
。 

 

ち
よ
だ
七
二
号
も
多
く
の
会
員
皆
様
か
ら
ご
寄
稿
を

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

和
田 

之
山 

１２ 
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